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令和 6年度 わいわい芋堀りまつり実施報告書 

実施日：令和6年10月 12日（土）9時30分～13時 00分 

受付：9時30分 

芋堀り時間：1回目（10時～）、2回目（11時～） 

実施場所：中丸コミセン及び周辺の芋畑 

参加人数：約310人 
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１．目 的 

食欲の秋、読書の秋、この季節に、自分たちが食べている「さつま芋」は土の中でど

のように育っているのかなど収穫体験を通して知ってもらうこと。子供たちと一緒に芋

堀りを楽しみましょう。 

そして地域での交流の機会を増やしお互いの親睦の機会を設け、住み良い地域づくり

のきっかけ作りを行うとともに、実りの秋を地域全体で享受しましょう。 

２．主 催 

中丸地区自治会＆東海村青少年育成村民会議中丸支部 

３．開催日時 

令和6年10月12日（土）午前9時30分午後1時、雨天時10月13日（日） 

４．開催場所 

 中丸コミセン及び周辺圃場（芋堀場所参照） 

５．参加対象及び人数 

 村民及び中丸地区住民、200人 

６．実施内容 

 ●わいわい芋堀り体験（1回目10：00～ 2回目11:00～） 

  ・1人200円の参加料を徴収し、圃場で芋堀り体験 

  ・受付時に渡したレジ袋（M）１袋分について、持ち帰りとする。 

 ●大いも（１本当たりの重量）コンテスト 

  ・掘った芋（一本）の重さを計量し上位者に商品贈呈（3人） 

 ●わいわい芋焼き販売（10：30～） 

  ・本格焼芋機で焼いた焼き芋を1本100円で販売 

 ●綿あめ、ポップコーン販売（10：00～） 

  ・各10円で販売 

 ●飲み物販売（10：00～） 

  ・ペットボトル各100円で販売 

 ●抽選会（12：30～） 

  ・抽選で16人に記念品贈呈 

  ・特賞1本/1等1本/2等2本/3等 3本/4等4本/5等5本 

 ●パトカーの展示及び写真撮影 

 ●バルーンアート（今回は、取り止め） 

 ●イモゾー特別出演（新規） 

７．申し込み及び参加費 

  ・事前申し込みとし、当日受付時に参加費として1人200円を徴収し、レジ袋 

（M）を渡す。 

８．広報・PR方法 

  ・中丸地区自治会内回覧 
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  ・中丸小学校チラシ配布（児童全員に配布） 

９．その他 

  ・スタッフ集合時間は、午前7時30分とする。 

  ・中丸コミセン東側の広場にテント4張を設置（わいわい芋堀りまつりテント配置 

   図参照） 

  ・徒歩での参加を呼びかけする。 

  ・多数の応募があった場合は、抽選とする。 

 

  

 

集合日時：10月5日（土） 午前9時 

●目的 

 ・わいわい芋堀りまつりを開催するにあたり、芋の発育状況の確認を兼ね、まつり当 

  日の焼き芋用の芋を事前に掘り起こし洗浄した後、当日まで調理室で保管する。 

 ・・調理室のコンベックレンジで焼き芋づくり（概ね250℃で50分程度）併せて芋堀り 

まつり当日の準備をする。 

 

●焼き芋用芋試し堀り（親睦推進員及び運営委員） 

 ・地主立会いの下、芋畑の掘り起こし範囲を確認し、四つ角に目印を立てる。 

 ・・路側側から鎌を使って芋のつたを刈り取った後、手作業で芋を10コンテナ・（約400 

本）堀り取る。 

 ・コンテナをコミセンの調理室の東側駐車場まで運び、水路及び井戸水を使って芋を 

  洗う。 

 ・洗った芋をコンテナに入れ調理室に持ち込み、再度、洗浄した芋は、調理台の上に 

並べ、イベント前日まで保管する。 

 ●本日、15名が参加し、芋堀グループと調理室グループの二手に分かれて開始しまし 

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二畝、芋の掘り起こし開始。小雨の中、皆さん頑張ります。 
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    路側側の一畝を堀り起こした後、土をならします。集中集中・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・ 収穫した芋（コンテナ１０個・）を軽トラで公園内の東屋へ搬送。お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

芋洗い、結構手間がかかりました。また、形も様々で達磨、ニンジン、タツノオトシゴ、

ゴボウや提灯型等、いろいろありました。芋堀りも、各種の作業があり、値段に反映す

ることが良く分かりました。（何事もいろいろな手順があるものですね！） 

井戸水で土を除去 
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・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 芋洗いの様子・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 後片付け＆清掃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調理室で仕上げ洗いをし、調理台に並べた焼き芋用の芋です。見事ですね。群生した花の

ように見えます。11月11日（金）に焼きます。これだけ焼くのも大変ですねん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンベックレンジ      ・ 試し焼き芋出来上がり。美味しそう。熱々・・・ 

●皆様の協力を得て、本日の作業は、すべて完了しました。参加者全員で、焼き芋の試 

食と昼食を頂きました。焼き芋は、ほくほくで美味しかったです。小雨降る中、お世話 

になりました。そして、お疲れ様でした。12時に解散しました。 
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集合日時：10月11日（金）午前9時 

●テント設置及び機器の配置 

 ・テント4張りに屋根を取り付け、所定の位置に配置する。 

 ・・各テントにテーブル6台、椅子10脚をコミセン裏の自治会倉庫及び多目的ホールか 

ら持ってきて配置する。雨天時は、必要数を夕方までに東側出入口に準備しておき、 

当日の朝、テントまで運ぶ。 

 ・テント周辺には、必要に応じて風除けシートを設置する。 

 ・テント用杭及び木槌を用意する。 

●表示類の設置・受付、販売ブースに案内看板を設置する。 

 ・駐車場にカラーコーンセットを設置する。 

 ・パトカー駐車場所を確保する。 

 ・来賓駐車場を確保する。 

 ・表示類の設置状況を最終確認する。 

●焼き芋調理 

 ・芋を1本ごとアルミ箔で包み、4台のコンベックレンジにて250℃、50分程度で焼 

き上げ、発砲スチロールの箱で保管する。販売当日、再度、オーブンで火をとおし、 

1本 100円で販売する。 

 

● 本日は、8名（女子３名、男子５名）及びコミセン職員３名が参加しました。男子は

１０名程度の参加予定でした。前日に確認の電話などが必要と思います。テントの機

材を倉庫から児童公園への運搬が大変でした。１０名程度は必要です。 

テントは全て6脚なので立ち上げ及び移動は６名（本日の対応者）が必要でした。後

期高齢者の私も微々力ですが役に立ちました。 

仲田センター長と参加者で、白方コミセン等に機材の借用のため出向きました。  

  ・ さらに、各テント、テント収納袋及び支柱などに附番しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左からテント①（受付等）、テント➁（焼き芋、ポップコーン、綿あめ）、テント③（飲み

物）、テント④（休憩所）。この後、テントの屋根をおろしました。 

 

テント➁ 
テント① 

テント③ テント④ 



12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

焼く前の芋＆右奥にコンベックレンジが４台配置されています。時間かかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もう焼けたかな？ 大丈夫みたいね・・・手前の台にあるのが、出来上がりです。 

  

別紙１・わいわい芋堀りまつり・申込書 
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別紙２ 令和６年度・芋堀り場所（圃場・：ほじょう；畑だけではなく田んぼも含めた、農 

作物を栽培するための場所のことを言います。一般的に農場と呼ばれる。） 
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別紙3・わいわい芋堀りまつり・テント配置図及び設置状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●本日（11月１１日）のテント張り作業は終了です。明日、テントを立ち上げ固定しま 

す。参加者の皆様、お疲れ様です。引き続き、明日もよろしくお願いします。 

 焼き芋担当の方は、午後５時頃までかかるそうです。ご苦労様です。よろしくお願い 

します。 

 

 

 

テント➁ テント① 
テント③ テント④ 
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別紙4・わいわい芋堀りまつり（チラシ） 
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参考資料 

「さつまいも」はどこから来たの 

 

生まれは熱帯アメリカ 

 ・「さつまいも」は、メキシコを中心とする熱帯アメリカで生まれました。紀元前800～

1000年ごろには、中央アンデス地方で「さつまいも」がつくられていたのです。 

紀元前200～600年につくられた、・「さつまいも」をかたどった土器も見つかっています。

ペルー北海岸のあたりで栄えたモチーカ文化のものです。 

 

 ヨーロッパでは 

 ヨーロッパへは、コロンブスが15世紀の終わりにアメリカから持ちかえったのが始ま

りです。でも、すずしすぎて気候があわなかったので、あまりつくられなかったのです。

あたたかいアフリカ、インド、東南アジアの植民地（しょくみんち）に持ちこまれたこ

とで、世界中に広がりました。 

 

東南アジア・ポリネシアでは 

 東南アジアへはスペイン人やポルトガル人が持ちこんで、その後中国へと広がったと

されています。 

 ですがそれよりずっと前、熱帯アメリカからポリネシアの島々に持ちこまれたという

話もあるのです。これが本当のことかを試してみたのは、ノルウェーの探検家ヘイエル

ダール。1947年、かれは古代のいかだと同じものをつくって南米ペルーから太平洋をわ

たり、102日かかってタヒチまでたどりつきました。このことは「コンチキ号探検（たん

けん）記」という本にまとめられています。 

 

日本では 

1600年ごろ、中国から日本にやってきました。琉球・（りゅうきゅう；今の沖縄県）か

ら薩摩・（さつま；今の鹿児島県）に伝わったので、・「さつまいも」とよばれています。中

国から来たいも＝からいもとか、中国での名前と同じく、かんしょ、ともよばれていた

そうです。 

 八代将軍（しょうぐん）吉宗・（よしむね）のころに、蘭学者（らんがくしゃ）の青木昆

陽・（こんよう）によって全国に広められました。今の埼玉県川越市（かわごえし）あたり

は・「さつまいも」の産地で、江戸から十三里（じゅうさんり）あったので、ここから来る

焼きいも屋のことを「十三里」とよんでいました。それにひっかけて、焼きいも屋が「栗

（九里）より（四里）うまい十三里（9+4＝13）」とふれて売っていたそうです。 

 

農林水産省より引用 
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「さつまいも」の主な種類 

★紅はるか★紅あずま★安納芋★金時さつまいも★いずみ 

★安納芋こがね★安納芋べに          さつまいもの苗 

令和3年度 


